





The world after 208 crisis and leading world industry 
in China, Asia 
-The main feature and the meanig of the information 








































I 機械組立製品における "Control sytem" の地位
II 情報制御システムの「ネットワーク化」の主要問題











1 本稿は，拙稿，田中裕之 [201] 「世界主軸産業の中国アジア化と 08 年恐慌後の泄界構造
(1) 」の続編となる
2 同上，田中 [201] 第二章で示した，互換性部品生産に依拠した， 20 世紀初頭フォード
のハイランドバーク工場の内製化の試みは，互換性部品生産による「垂直統合」型生産
システムの独自性と限界を顕在化する．



















クトロニクス研究会 [201] 上巻13 頁







なぜならば，自動車電子制御系技術の中心は， ECU 内部の， IC (集積回
路），マイクロプロセッサ（演算機能の半導体チップ）等であり，これらは，
今 H のパソコンの基幹部品であり，その独立部品の技術的発展を基礎としてい













る．」デンソーカーエレクトロニクス研究会 [201] 上巻14 頁，あるいは，同上 [2010]
下巻174 頁-175 頁を参照のこと．また, EV (電気自動車） PHEV (プラグインハイプ
リッド車）の電子制御システムは，今後．車体各種 ECU の協調制御とナピゲーション
情報制御の連関関係，構造化システムが重要になる．廣田・足立編著 [209] 『電気自動
車の制御システム』 91 頁-9 頁を参照のこと．
S デンソーカーエレクトロニクス研究会 [201] 下巻54 頁-5 頁








































図 2 201 年第 1 四半期の世界モバイルフォン端末市場トップ 5
メーカー 出荷台数 市場シェア 前年同期 前年同期比
(10 万台） (%) 市場シェア 出荷増加率
（％） （％） 
ノキア（フィンランド） 108.5 29. 34.7 0.6 
サムソン電子（韓国） 70. 18. 20.7 8.9 
LG 電子（韓国） 24.5 6. 8.7 -9.6 
アップル（アメリカ） 18.7 5.0 2.8 14.9 
ZTE (中国） 15.1 4.1 3.7 45.2 
図 3 201 年第 1 四半期の世界スマートフォン市場トップ 5
メーカー 出荷台数 市場シェア 前年同期 前年同期比
(10 万台） （％） 市場シェア 出荷増加率
(%) (%) 
ノキア（フィンランド） 24. 24.3 38. 12.6 
アップル（アメリカ） 18.7 18.7 15.7 14. 
RIM (カナダ） 13.9 14.0 19.1 31. 
サムソン電子（斡国） 10.8 10.8 4.3 350. 
HTC (台湾） 8.9 8.9 4.9 29.6 
7 米 me 統計より
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201 年第 1 四半期におけるモバイルフォン端末機器の世界総出荷台数は， 3
億7180 万台であり，前年同期比19.8% の増加となっている．この中で，スマー
トフォンが占める泄界総出荷台数は， 960 万台 になっており，前年同期の

























刊ダイヤモンド』 201 年12 月 4 B 号所収）を参照のこと．
72 立正大学経済学季報第61 巻 1 号
21 世紀情報端末の特徴と台湾・中国華南地域の世界的地位
さらにスマートフォンの内部構造の特徴は，次の二点に分かれる．アップルの
iPhone が専用 OS を基礎にしたアプリケーションソフトによる情報端末機器
であり，他方でサムソン社， HTC 社等の情報端末機器は，汎用型アンドロ
イド OS を基礎としたそれになっている．まさに， Windows に代表される汎用
OS によるオープンシステムである PC と同様のシステムと言ってよい．
とりわけ，後者のアンドロイドは， Gogle が無償提供する汎用型 OS であ
るため，今後のスマートフォン憔界市場は参入障壁が低<, iPhone を中心と














































明らかに web ネットワーク技術の進化を前提とした PC と作業行為の延長上にある「外
部頭脳」として存在している．それは, PC を道具とする集団的労働のポジティプな性
格を，さらに推し進める 21 世紀型ネットワークシステムと言えよう．次章では．システ
ムが主体である IBM 大型機との比較を通じて, PC ネットワークシステムの甚本性格を
示す．「スマー トフォン革命」同上） 4 頁-45 頁を参照のこと．



















やワークスステーションが登場すると， 80 年代後半から90 年代初頭にかけて，
情報処理機器市場シェアが大型機， ミニコンから逆転し， IBM は経営危機を








ことはできない．その意味で後述する PC ネットワーク革命の今B 的意義を明らかにな
ると言ってよい．
12 M. キャンベル， w. アスプレイ [190] rコンピューター20 年史』第 4章から第 6 章を
参照のこと．
13 坂本 [192] 『コンピュー タ産業』 1 頁．




























性格に変わりはなかった．」同上坂本 [192] 206 頁-207 頁．
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マイクロプロセッサーの登場とパソコンを軸とする情報ネットワーク革命











CPU, メモリー ， HDD 等の基幹部品であり， OS を媒介とする各種プロ








15 同上坂本 [192] 206 頁-209 頁を参照のこと．図 4は，同書の情報システムの「集中
制御型」，「分散制御型」．「クライアント／サー パー 型」を参照して再構成した．
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は， 1970 年代初頭のポスト・ビートルズ，ポスト・ベトナム戦争時代の30 歳未満の性代
に広がっていた何とはなしの閉塞感の中からわき出てきた. M. キャンベル， w. アスプ
レイ [190] 『コンピュー ター 20 年史』 243 頁，第10 章を参照のこと．
17 「スマー トフォン革命」（『週刊ダイヤモンド』 201 年12 月 4 B 号所収） 4 頁-45































ぅ．坂本 [209] r理工系のための生物学」 4紅を参照のこと．
80 立正大学経済学季報第61巻 1号
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